
令和４年度　第一薬科大学【看護学部】 
一般選抜試験問題［Ⅰ期］第１回

試験選択科目 化　学 生　物 数　学 国　語

受
験
番
号

氏
名

令和４年１月 25 日（火）　　10 時 00 分～12 時 00 分

［注意事項］
 1 ． 受験票は机の前方に常に提示しておくこと。
 2 ．  机の上には，鉛筆，消しゴム，時計のほか予め許可されているもの以外は置か

ないこと。
 3 ．  携帯電話，スマートフォン，腕時計型端末等の電子機器類は必ず電源を切っ

て，かばんの中にしまうこと。（アラーム等の音がでる設定は解除すること。）
 4 ．  開始の指示にしたがって，直ちに問題冊子および解答用紙を確認すること。
  化学は 1 ～ 12 ページ，生物は 13 ～ 25 ページ，数学は 27 ～ 32 ページ，国語は 

33 ～ 39 ページである。解答用紙は試験選択科目ごとに 1 枚，合計 2 枚である。
 不備な点があれば，手をあげて監督者に知らせること。
 5 ．  はじめに問題冊子の試験選択科目欄に選択した科目を丸でかこみ，受験番号，

氏名を記入すること。解答する科目は必ず受験票と同じものを選択すること。
 6 ．  つづいて解答用紙に受験番号，氏名，試験科目を記入し，受験番号欄をマーク

すること。
 7 ．  解答用紙に正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがあ

る。ダブルマーク（一列にマークを二つ塗る）されている場合は，採点の対
象外になる。

 8 ．  問題冊子の空白部分はメモや計算などに適宜使用してよいが，切り離してはい
けない。

 9 ．  途中退出は認めない。
10 ．  問題冊子および解答用紙は，いずれも持ち出してはならない。

試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。
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問１　細胞分裂の際に形成される紡錘糸を構成するものはどれか。

1　微小管

2　中間系フィラメント

3　アクチンフィラメント

4　セルロース繊維

5　筋繊維

設問は20題ある。

解答はそれぞれの設問の選択肢の中から１つ選び，解答用紙に

問１〜問20の該当する箇所を鉛筆でぬりつぶすこと。

－1－

問２　次のDNAの複製について述べた文章の中で，空欄（ア）～（エ）に当てはまる語

句の正しい組合せはどれか。

　　DNA の二重らせん構造は，DNA ヘリカーゼによって開裂する。一方は開裂が
進む向きと同じ向きに連続的に合成されるのに対し，他方は開裂が進む向きと逆
方向に不連続に合成される。連続的に合成されるヌクレオチド鎖を（　ア　），
不連続に合成されるものを（　イ　）という。（　イ　）では，複数の短いヌク
レオチド鎖が（　ウ　）方向へ断続的に複製され，これが DNA（　エ　）によっ
てすべてつながれる。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ ラギング鎖 リーディング鎖 5'→3' ポリメラーゼ
2 ラギング鎖 リーディング鎖 5'→3' リガーゼ
3 ラギング鎖 リーディング鎖 3'→5' ポリメラーゼ
4 ラギング鎖 リーディング鎖 3'→5' リガーゼ
5 リーディング鎖 ラギング鎖 5'→3' ポリメラーゼ
6 リーディング鎖 ラギング鎖 5'→3' リガーゼ
7 リーディング鎖 ラギング鎖 3'→5' ポリメラーゼ
8 リーディング鎖 ラギング鎖 3'→5' リガーゼ
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問２　次のDNAの複製について述べた文章の中で，空欄（ア）～（エ）に当てはまる語
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　　DNA の二重らせん構造は，DNA ヘリカーゼによって開裂する。一方は開裂が
進む向きと同じ向きに連続的に合成されるのに対し，他方は開裂が進む向きと逆
方向に不連続に合成される。連続的に合成されるヌクレオチド鎖を（　ア　），
不連続に合成されるものを（　イ　）という。（　イ　）では，複数の短いヌク
レオチド鎖が（　ウ　）方向へ断続的に複製され，これが DNA（　エ　）によっ
てすべてつながれる。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ ラギング鎖 リーディング鎖 5'→3' ポリメラーゼ
2 ラギング鎖 リーディング鎖 5'→3' リガーゼ
3 ラギング鎖 リーディング鎖 3'→5' ポリメラーゼ
4 ラギング鎖 リーディング鎖 3'→5' リガーゼ
5 リーディング鎖 ラギング鎖 5'→3' ポリメラーゼ
6 リーディング鎖 ラギング鎖 5'→3' リガーゼ
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問３　 次のヒトの血液を用いた実験に関する文章の中で，空欄（ア）～（エ）に当ては

まる語句の正しい組合せはどれか。

　　腕から静脈血を採血して2本の試験管に入れ，ガスボンベから酸素あるいは二
酸化炭素を送り込む実験を行った。試験管に酸素を送り込んだ場合，血液の色は

（　ア　）から（　イ　）に変わった。一方，別の試験管に二酸化炭素を送り込
んだ場合，血液の色は（　ア　）のまま変化しなかった。これは，ヘモグロビン
は酸素分圧の（　ウ　）ところでは酸素と結合しやすく，二酸化炭素分圧が

（　エ　）ところでは酸素を離しやすいためである。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 暗赤色 鮮赤色 高い 高い
2 暗赤色 鮮赤色 高い 低い
3 暗赤色 鮮赤色 低い 高い
4 暗赤色 鮮赤色 低い 低い
5 鮮赤色 暗赤色 高い 高い
6 鮮赤色 暗赤色 高い 低い
7 鮮赤色 暗赤色 低い 高い
8 鮮赤色 暗赤色 低い 低い

問４　次の大脳の部位の機能に関する文章の中で，正しいものはどれか。

1　前頭葉は，随意運動や長期記憶，精神活動にかかわる。

2　後頭葉は，聴覚などの受容器で感知した情報と言語とを結びつける役割があ

る。

3　頭頂葉は，左右の大脳半球の間をつなぐ構造である。

4　側頭葉は，感覚受容器の信号を受け取る感覚野を含む。

5　脳梁は，網膜で受け取った視覚的な情報を直接受け取り，記憶と照合する役

割がある。

－3－

問５　根粒菌のはたらきに関する以下の文章の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の

正しい組合せはどれか。

　　根粒菌は，空気中から取り入れた窒素を（　ア　）して，NH4＋に変え，マメ科
植物はそれを用いて窒素（　イ　）を行う。根粒菌は，（　ウ　）であり，炭酸
同化を行うことができないので，マメ科植物から有機物を得ている。このように
双方が利益を与えあって生活している関係を（　エ　）という。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 酸化 同化 独立栄養生物 片利共生
2 還元 同化 従属栄養生物 相利共生
3 加水分解 同化 独立栄養生物 寄生
4 縮合 同化 従属栄養生物 片利共生
5 酸化 固定 従属栄養生物 相利共生
6 還元 固定 独立栄養生物 寄生
7 加水分解 固定 従属栄養生物 片利共生
8 縮合 固定 独立栄養生物 寄生
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問６　遺伝子発現調節に関する以下の文章の空欄（ア）～（ウ）に当てはまる語句の正

しい組合せはどれか。

　　真核生物の遺伝子では，遺伝情報をもつDNA領域が，遺伝情報をもたない
DNA領域に隔てられて存在する。遺伝情報をもつ領域は（　ア　），それ以外の
領域は（　イ　）と呼ばれている。（　イ　）を含む遺伝子は，まずその全長が
RNAに転写され，mRNA 前駆体ができる。この mRNA 前駆体からは，（　イ　）
が切り捨てられ，1つの（　ア　）の端と隣の（　ア　）の端が，次々とつなが
れて成熟 mRNA ができる。この過程を（　ウ　）という。

（ア） （イ） （ウ）
１ イントロン エキソン リプレッサー
2 エキソン イントロン リプレッサー
3 イントロン エキソン オペロン
4 エキソン イントロン オペロン
5 イントロン エキソン スプライシング
6 エキソン イントロン スプライシング

問７　真核生物の染色体に関する以下の文章の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の

正しい組合せはどれか。

　　体細胞に8本の染色体が含まれる生物の場合，受精卵の染色体は（　ア　）本，
精子に含まれる染色体は（　イ　）本，卵に含まれる染色体は（　ウ　）本であ
る。この生物の遺伝情報が，染色体というまとまりのまま保存されているとした
ら，子に与える精子や卵に含まれる遺伝情報の組合せは（　エ　）通りある。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 8 4 4 16
2 4 2 2 4
3 8 8 8 64
4 4 4 4 16
5 8 2 2 4
6 4 8 8 64

－5－

問８　下図は，フォークトがイモリの初期胚を用いて実験を行い，胚の各部が将来何に

なるかを明らかにしたものである。図のア～カのうち，外胚葉に由来する部分はど

れか。

動物極

植物極

背
側

ア
イ

オ
エ

ウ

カ

腹
側

原口陥入
予定部

1　（ア，イ）　　　 2　（イ，オ）　　　 3　（ウ，エ）　　　

4　（エ，オ）　　　 5　（オ，カ）

問９　次の文章の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

　　尿を生成する過程で血液は（　ア　）でろ過され，（　イ　）へ入り，（　ウ　）
となる。このろ過では，腎動脈から（　ア　）に送り込まれた血液の（　エ　）が
物質を糸球体の毛細血管から（　イ　）へ押し出す要因となる。この時，血球や分
子量の大きなタンパク質はろ過されない。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ ボーマン嚢

のう

糸球体 原尿 濃度
2 糸球体 ボーマン嚢

のう

原尿 血圧
3 細尿管 ボーマン嚢

のう

尿 濃度
4 ボーマン嚢

のう

細尿管 原尿 血圧
5 糸球体 細尿管 尿 血圧
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問10　光が角膜を通り，網膜に届くまでの経路のうち正しいのはどれか。

1　水晶体	 ➡　瞳孔	 ➡　ガラス体

2　瞳孔	 ➡　水晶体	 ➡　ガラス体

3　瞳孔	 ➡　ガラス体	 ➡　水晶体

4　ガラス体	 ➡　瞳孔	 ➡　水晶体

問11　次の文章の空欄（ア）と（イ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

　　ある人が右の胸髄（胸のあたりの脊髄）に損傷を受け，右足の触覚と左足の痛
覚が喪失した。（　ア　）の感覚神経は腰髄（腰のあたりの脊髄）で左右が逆転
して大脳につながる。また，この場合この人は（　イ　）が動かせなくなると考
えられる。

（ア） （イ）
１ 触覚 右足
2 痛覚 右足
3 触覚 左足
4 痛覚 左足

問12　ニューロンにおける興奮の伝達として適切な組合せはどれか。

ａ　興奮がいったん終了すると，次の刺激で反応が低下する不応期が存在する。そ
のため，興奮は刺激部から遠ざかるほうへ伝達する。

ｂ　興奮の伝達速度は，神経繊維の太さや温度に影響され，神経繊維が太いほど伝
達速度は遅くなる。

ｃ　細胞の外側では，興奮部から静止部へ活動電位が流れ，興奮が隣接部へ伝えら
れる。

ｄ　有髄神経繊維では，軸索の周りが絶縁体である髄鞘に囲まれているため，興奮
の伝達速度は速くなる。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ｂ，ｃ）	 5　（ｂ，ｄ）	 6　（ｃ，ｄ）

－7－－20－



問13　下図は代謝における異化の経路の一部について示したものである。図中の 

（　ア　）～（　ウ　）に当てはまる物質の名称の正しい組合せはどれか。

脂肪 グリセリン＋脂肪酸 クエン酸回路

電子
伝達系

炭水化物 グルコース

タンパク質 アミノ酸

ピルビン酸 アセチルCoA

各種有機酸

（ア） （イ）

（ウ）

O2

（ア） （イ） （ウ）
１ アンモニア 酸素 二酸化炭素
2 アンモニア 二酸化炭素 水
3 アンモニア クエン酸 水
4 尿素 酸素 二酸化炭素
5 尿素 二酸化炭素 水
6 尿素 クエン酸 水

問14　酵素に関する説明として，正しいものはどれか。

1　酵素の作用を受ける物質を基質といい，それぞれの酵素は，特定の基質だけに

働く。

2　酵素のはたらきは，温度の影響を受けやすく，ほ乳類の酵素は30～ 40℃で最も

活性が高くなる。

3　ほ乳類の酵素は中性（pH7.0）付近で最も活性が高くなる。

4　ほ乳類の酵素は60℃以上の温度で数分間熱せられると活性を失うが，これは主

成分のタンパク質がペプチドやアミノ酸に切断されるためである。

5　酵素は，基質特異的な反応の活性化エネルギーを上昇させる。
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問15　ヒトの血液成分のうち細胞密度 （l mm3中の細胞数） が最も高いものはどれか。

1　赤血球	 2　好中球	 3　マクロファージ

4　T細胞	 5　B細胞	 6　血小板

問16　花芽形成に関する次の文章中の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の正しい組

合せはどれか。

　　コスモスは，（　ア　）植物であり，夜の時間が（　イ　）なると花芽の形成が
始まる。一方，カーネーションは，（　ウ　）植物であり，夜の時間が（　エ　）
なると花芽の形成が始まる。このように日長に対して反応する性質を（　オ　）と
いう。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ 長日 長く 短日 短く 光周性
2 長日 短く 短日 長く 光周性
3 長日 長く 短日 短く 日周性
4 長日 短く 短日 長く 日周性
5 短日 長く 長日 短く 光周性
6 短日 短く 長日 長く 光周性
7 短日 長く 長日 短く 日周性
8 短日 短く 長日 長く 日周性
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問17　次のａ～ｃの記述について，正誤の正しい組合せはどれか。　

ａ　抗原抗体反応による免疫は細胞性免疫とよばれる。
ｂ　抗体をつくる抗体産生細胞（形質細胞）はT細胞が増殖，分化したものである。
ｃ　1つの抗体産生細胞からつくられる抗体は1種類のみである。

ａ ｂ ｃ
１ 正 正 正
2 正 正 誤
3 正 誤 正
4 正 誤 誤
5 誤 正 正
6 誤 正 誤
7 誤 誤 正
8 誤 誤 誤
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問18　次の文章中の空欄（ア）～（ウ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

　　免疫機能は生体防御に大きな役割を果たすが，臓器移植を行う場合は，（　ア　）
免疫による拒絶反応の問題が起きる。一個体の臓器や組織を他の個体に移植する
と，移植から７～ 10日間は，血液供給も回復し成功したようにみえても，やがて炎
症を起こし，移植片は壊死して離脱する。これは，宿主のリンパ球が移植片を 

（　イ　）と見なして攻撃したためである。
　　なお，造血幹細胞移植後の合併症として有名な「移植片対宿主病」は，移植片に

含まれるリンパ球が宿主組織を（　ウ　）と見なして攻撃することにより起こる。
肝臓，小腸，膵臓などの臓器移植においても，移植した臓器の中に含まれるリンパ
球が原因で発症することがある。輸血後の移植片対宿主病については，日本では，
ほぼすべての輸血用血液で放射線照射が実施され，対策が取られている。

（ア） （イ） （ウ）
１ 体液性 非自己 非自己
2 体液性 非自己 自己
3 体液性 自己 非自己
4 体液性 自己 自己
5 細胞性 非自己 非自己
6 細胞性 非自己 自己
7 細胞性 自己 非自己
8 細胞性 自己 自己
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問19　生物濃縮に関する記述について，誤っているものを過不足なく含む組合せはどれ

か。

ａ　生物濃縮が起こるのは，水溶性の物質に限られる。
ｂ　生物濃縮が起こる物質は，生体外では容易に分解される。
ｃ　生物濃縮は，下位の栄養段階の生物ほど深刻な影響を及ぼす。
ｄ　生物濃縮が起こっても，致死的な濃度に達しなければ問題ない。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ｂ，ｃ）	 5　（ｂ，ｄ）	 6　（ｃ，ｄ）
7　（ａ，ｂ，ｃ）	 8　（ａ，ｂ，ｄ）	 9　（ｂ，ｃ，ｄ）
10　（ａ，ｂ，ｃ，ｄ）

問20　熱帯多雨林の特徴の記述について，正しい組合せはどれか。

林内の特徴 土壌の特徴
１ 林内は明るく着生植物やつる植物が多い 土壌の腐植層は薄く土壌動物が少ない
2 林内は明るく着生植物やつる植物が多い 土壌の腐植層は薄く土壌動物が多い
3 林内は明るく着生植物やつる植物が多い 土壌の腐植層は厚く土壌動物が少ない
4 林内は明るく着生植物やつる植物が多い 土壌の腐植層は厚く土壌動物が多い
5 林内は暗く着生植物やつる植物が多い 土壌の腐植層は薄く土壌動物が少ない
6 林内は暗く着生植物やつる植物が多い 土壌の腐植層は薄く土壌動物が多い
7 林内は暗く着生植物やつる植物が多い 土壌の腐植層は厚く土壌動物が少ない
8 林内は暗く着生植物やつる植物が多い 土壌の腐植層は厚く土壌動物が多い
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	 一		 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 「 想 像 力 」 は 人 間 に 固 有 な 属 性 だ と 言 わ れ る 。 他 者 の こ と を 思 い 、 過 去 や 未 来 に 対 す

る 想 像 力 を 働 か せ 、 国 際 社 会 で 起 こ る ⑴ キ ガ や 紛 争 や 災 害 に 対 し て 救 い の 手 を 差 し 伸 べ

る 人 び と が 増 え る こ と は あ っ て も 、 な く な る こ と は な い 。 国 境 な き 医 師 団 の 身 を 挺
て い

し て

の 活 動 や 、 貧 困 国 に 学 校 や 病 院 を 建 て る 運 動 は 、 普 通 の 市 民 の （ 　 Ａ 　 ） な 活 動 で あ

る 。 見 知 ら ぬ 人 へ の 報 い を 期 待 し な い 思 い で あ る 。

　 水 俣 病 の 患 者 に 寄 り 添 っ た 医 師 、 原 田 正 純 さ ん は 、 カ ル テ の 裏 側 を 読 む こ と が で き る

よ う に な っ て 、 私 は は じ め て 医 師 に な っ た 、 と テ レ ビ で 語 っ て い た 。 病 気 の 苦 し み の 裏

側 に 、 家 族 の 苦 し み や 社 会 か ら 排 除 さ れ た 苦 し み 、 そ の 後 ろ に 水 俣 病 を 引 き 起 こ し た 日

本 の 社 会 構 造 が あ り 、 そ れ ら を 病 状 と と も に 想 像 す る こ と が で き る よ う に な っ て 、 患 者

の 心 を 本 当 に 理 解 す る こ と が で き た 、 と い う こ と だ ろ う 。 人 は 本 心 で は 社 会 的 な つ な が

り の 中 に い た い と 思 い 、 人 の 役 に 立 つ 意 味 の あ る 仕 事 を し た い と 思 い 、 １ そ こ に 幸 福 感

を 感 じ て も い る 。

　 見 知 ら ぬ 人 び と へ の 想 像 力 を 育 て る こ と に 、 子 ど も の 時 か ら の 読 書 や 大 人 の 読 み 聞 か

せ が 役 に 立 っ て い る と 、 児 童 文 学 者 の 脇 明 子 は い う 。 確 か に 、 読 書 の 中 に 想 像 力 が 働 く

か ら こ そ 、 物 語 の 主 人 公 が そ れ か ら ど う な る の か わ く わ く す る 気 持 ち に な る の だ ろ う 。

そ し て そ れ が 映 像 で は な く 、 静 か な 集 中 で き る 環 境 の 中 で 、 言 葉 で 伝 え ら れ る こ と が 、

自 由 な 想 像 力 に は 大 事 な の だ と い う 。

　 私 が 子 ど も の こ ろ 、 道 端 に 咲 く 野 の 花 を み て 、 親 が 「 ま あ 、 な ん て 可
か

憐
れ ん

な 花 な ん で

し ょ う 。 ど こ か ら 飛 ん で き た 種 な の か し ら ？ 」 と 言 え ば 、 そ の よ う に 思 え て 、 い ろ い ろ な

こ と を 想 像 し た 。 芸 術 の 世 界 も 言 葉 を 超 え る 想 像 力 の 泉 だ っ た 。 お そ ら く 学 校 教 育 の 中

で 語 ら れ る 言 葉 も 、 子 ど も た ち の 想 像 力 に 大 き な 影 響 力 を 持 っ て い る に ち が い な い 。 い

じ め が 他 者 に 対 す る 想 像 力 の 欠 如 に あ る こ と も 広 く 知 ら れ て い る 。 ２ 想 像 力 を 育 て る こ

と に 価 値 を 置 い て い る 社 会 と 、 自 分 の （ 　 Ｂ 　 ） な 生 活 に だ け に 心 を
⑵ セ ン リ ョ ウ さ れ

設 問 は 20 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び 、

解 答 用 紙 の 問 １ 〜 問 20 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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て い る 社 会 と で は 、 人 間 の 感 性 と 思 考 に 、 大 き な 隔 た り が 生 じ る の で は な い か 。

こ れ か ら 地 球 温 暖 化 や 環 境 の ⑶ レ ッ カ や 広 い 意 味 の 貧 困 が 、 世 界 的 に 進 ん で い く と 思 わ

れ る 。 異 文 化 の 民 族 間 の 紛 争 も あ る 。 （ 　 Ｃ 　 ） な 、 あ る い は 地 球 的 な 、 想 像 力 の あ る 社

会 人 が 必 要 と さ れ て い る 。

　 社 会 的 な つ な が り や 支 え 合 う 人 間 関 係 は 数 字 で は 表 せ な い が 、 人 間 社 会 の 大 き な 財 産

で あ る 。 人 間 は （ 　 Ｄ 　 ） 動 物 で あ る の で 、 心 の 底 で は 社 会 か ら 排 除 さ れ な い つ な が り

の 中 に 生 き た い と 誰 も が 思 っ て い る 。 社 会 は 単 な る 個 人 の 総 計 で は な い 。 さ ま ざ ま の 人

が 出 会 い 、 影 響 し あ っ て 、 計 算 を 超 え た 影 響 力 を も ち 、 人 び と に 生 き る 意 味 を 考 え さ せ

る 場 所 で あ る 。 社 会 は 知 識 や 経 験 を 豊 か に す る だ け で な く 、 自 分 自 身 を 知 る た め に も 必

要 な の だ 。 社 会 人 と し て 生 き る こ と は 自 分 の 可 能 性 を 育 む だ け で な く 、 社 会 へ の 信 頼 感

が あ れ ば 、 過 剰 な 自 己 防 衛 や 闘 争 心 を 、 ３ 創 造 的 な エ ネ ル ギ ー に 変 え る こ と が で き る 。

　 私 た ち は 社 会 に 対 し て 絶 望 を 感 じ る こ と も あ る が 、 民 主 主 義 社 会 の 持 つ
⑷ ダ ン リ ョ ク

性 は 、 個 人 の 働 き か け に よ っ て 理 不 尽 な こ と を 社 会 的 な 公 正 に 変 え る 力 を 持 っ て い る 。

仲 間 と と も に い る 社 会 人 で あ る こ と は 、 ⑸ ユ ウ エ キ で 楽 し い 。 人 間 の つ な が り に 価 値 を

置 く 社 会 は 、 ふ と こ ろ 深 く 、 多 様 で 豊 か な 価 値 観 に あ ふ れ て い る か ら だ 。

	 （ 暉 峻 淑 子 『 社 会 人 の 生 き 方 ﹄ ）

A 　 文 中 の ⑴ ～ ⑸ の カ タ カ ナ の 次 の 傍 線 部 に あ た る 漢 字 は ど れ が 正 し い か 。 そ れ ぞ れ	

一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 １ 　 ⑴	 キ ガ 　 　 　 　 　 　 １ 　 既 　 　 　 ２ 　 幾 　 　 　 ３ 　 飢 　 　 　 ４ 　 危

問 ２ 　 ⑵	 セ ン リ ョ ウ 　 　 　 １ 　 占 　 　 　 ２ 　 宣 　 　 　 ３ 　 旋 　 　 　 ４ 　 戦

問 ３ 　 ⑶	 レ ッ カ 　 　 　 　 　 １ 　 禍 　 　 　 ２ 　 架 　 　 　 ３ 　 化 　 　 　 ４ 　 過

問 ４ 　 ⑷	 ダ ン リ ョ ク 　 　 　 １ 　 断 　 　 　 ２ 　 団 　 　 　 ３ 　 段 　 　 　 ４ 　 弾

問 ５ 　 ⑸	 ユ ウ エ キ 　 　 　 　 １ 　 益 　 　 　 ２ 　 易 　 　 　 ３ 　 疫 　 　 　 ４ 　 役
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B 　 文 中 の （ 　 Ａ 　 ） ～ （ 　 Ｄ 　 ） に あ て は ま る 最 も 適 当 な 語 を そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び

な さ い 。

問 ６ 　 （ 　 Ａ 　 ） 　 　 　 問 ７ 　 （ 　 Ｂ 　 ） 　 　 　 問 ８ 　 （ 　 Ｃ 　 ） 　 　 　 問 ９ 　 （ 　 Ｄ 　 ）

　 １ 　 哲 学 的 　 　 　 ２ 　 自 発 的 　 　 　 ３ 　 健 康 的 　 　 　 ４ 　 国 際 的

　 ５ 　 利 己 的 　 　 　 ６ 　 暴 力 的 　 　 　 ７ 　 社 会 的 　 　 　 ８ 　 文 学 的

問 10 　 文 中 の 二 重 傍 線 「 理 不 尽 」 の 類 義 語 と し て 、 最 も 適 当 な も の を 次 の 中 か ら 一 つ	

選 び な さ い 。

１ 　 無 礼 講 　 　 　 ２ 　 不 合 理 　 　 　 ３ 　 不 文 律 　 　 　 ４ 　 不 世 出

問 11 　 文 中 の 傍 線 １ 「 そ こ に 幸 福 感 を 感 じ て も い る 」 と は ど の よ う な こ と か 。 最 も 適 当

な も の を 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 カ ル テ か ら 症 状 だ け で な く 、 そ の 裏 側 か ら 様 々 な こ と を 想 像 す る こ と で 患 者 の

心 を 理 解 で き た こ と に 幸 福 感 を 感 じ て い る こ と 。

２ 　 国 際 社 会 で 起 こ る 紛 争 や 災 害 に 救 い の 手 を 差 し 伸 べ る こ と で 、 社 会 的 な つ な が

り を も っ て い る 自 分 の 仕 事 に 幸 福 感 を 感 じ て い る こ と 。

３ 　 国 境 な き 医 師 団 で 活 動 し た り 、 貧 困 国 に 学 校 や 病 院 を 建 て る 運 動 な ど を し た り

す る こ と で 、 意 味 の あ る 仕 事 が で き た こ と に 幸 福 感 を 感 じ て い る こ と 。

４ 　 人 は 他 者 を 幸 せ に す る こ と に 幸 福 感 を 感 じ る だ け で な く 、 社 会 的 な つ な が り の 中

に い た り 、 人 の 役 に 立 つ 仕 事 を し た り す る こ と に も 幸 福 感 を 感 じ て い る こ と 。

問 12 　 文 中 の 傍 線 ２ 「 想 像 力 を 育 て る 」 も の と し て 、 適 当 で な い も の を 一 つ 選 び な	

さ い 。

１ 　 子 ど も の 時 か ら の 読 書 や 大 人 の 読 み 聞 か せ 　 　 　

２ 　 音 声 や 視 覚 で 表 現 し た 映 像 　 　 　

３ 　 言 葉 を 超 え る 想 像 力 の 泉 の よ う な 芸 術

４ 　 学 校 教 育 の 中 で 語 ら れ る 言 葉 　
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問 13 　 文 中 の 傍 線 ３ 「 創 造 的 な エ ネ ル ギ ー に 変 え る こ と が で き る 」 の 説 明 と し て 、 最 も

適 当 な も の を 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 社 会 へ の 信 頼 感 が あ れ ば 、 自 分 を 守 る た め に 自 己 防 衛 本 能 を 強 く し た り 、 他 人

を 拒 絶 し た り し て も 社 会 の 中 で 生 き て い く 自 信 に 変 え る こ と が で き る 。

２ 　 社 会 へ の 信 頼 感 が あ れ ば 、 過 剰 な 自 己 防 衛 や 闘 争 心 を 抑 制 し 、 社 会 に 貢 献 し た

い と い う よ う な 肯 定 的 な 気 持 ち に 変 え る こ と が で き る 。

３ 　 社 会 へ の 信 頼 感 が あ れ ば 、 人 の 結 び つ き が 強 く な り 、 今 の 社 会 を 改 革 し よ う と

す る 過 剰 な 闘 争 心 に 変 え る こ と が で き る 。

４ 　 社 会 へ の 信 頼 感 が あ れ ば 、 民 主 主 義 社 会 を 守 る た め に 戦 う こ と で 、 他 人 は 自 分 を

守 っ て く れ る と い う 安 心 感 に 変 え る こ と が で き る 。

問 14 　 こ の 文 章 の 内 容 と 合 致 す る も の を 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 作 者 は 、 想 像 力 が 人 間 に 固 有 な 属 性 で あ る と し 、 想 像 力 を 有 す る こ と で 、 す べ

て の 社 会 問 題 が 解 決 で き る と 例 を 挙 げ な が ら 説 い て い る 。

２ 　 作 者 は 、 水 俣 病 の 患 者 に 寄 り 添 っ た 医 師 や 読 書 を 推 進 す る 児 童 文 学 者 の 話 し を

取 り 上 げ て 、 想 像 力 の 欠 如 が 社 会 に 与 え る 影 響 は 大 き い と 説 い て い る 。

３ 　 作 者 は 、 想 像 力 は 人 間 に 固 有 な 属 性 で 、 育 て る こ と も 大 切 で あ り 、 私 た ち は 社

会 の 中 で 人 と つ な が り 、 支 え 合 っ て 生 き る こ と で 社 会 人 と な る と 説 い て い る 。

４ 　 作 者 は 、 想 像 力 の あ る 人 は 空 想 の 世 界 に い る こ と が 多 く 人 間 関 係 を 保 つ こ と が	

難 し い た め 、 社 会 の 中 で 仲 間 と し て 排 除 し な い で 共 に 生 き て い こ う と 説 い て い る 。
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	 二		 次 の 傍 線 部 の 意 味 と し て 、 最 も 適 当 な も の を 一 つ 選 び な さ い 。

問 15 　 そ れ を 言 っ て は 、 み も ふ た も な い 。	

１ 　 計 算 高 く て 思 い や り が な い 　 　 　 ２ 　 直 接 的 す ぎ て 話 し に な ら な い

３ 　 大
お と な

人 気
げ

な く 優 し さ が な い 　 　 　 　 ４ 　 道 徳 に 照 ら し 許 せ な い

問 16 　 私 は 事 情 が 分 か る ま で 、 そ の 人 と 押 し 問 答 を 繰 り 返 し た 。

１ 　 休 む 間 も な く 問 答 を 続 け る こ と 　 　 　 　 　 ２ 　 体 を 押 し 合 っ て 言 い 争 う こ と

３ 　 相 手 を 黙 ら せ 一 方 的 に 主 張 す る こ と 　 　 　 ４ 　 か み あ わ な い ま ま 言 い 合 う こ と

問 17 　 君 の 心 は 丈 夫 だ し 、 君 に は 気 骨 が あ る か ら 、 ど ん な こ と も で き る と 思 う よ 。

１ 　 不 屈 の 気 概 　 　 　 ２ 　 果 敢 な 勇 気

３ 　 進 取 の 意 気 　 　 　 ４ 　 繊 細 な 気 質

	 三		 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 　 『 鳥 獣 人 物 戯 画 ﹄ 甲 巻 が 描 か れ た の は 十 二 世 紀 半 ば 、 『 梁 塵 秘 抄 ﹄ の 今 様 が 歌 わ れ た

の も 、 ほ ぼ 同 じ 頃 で あ る 。 遊 び を せ ん と や 生 ま れ け む 。 遊 ぶ 子 ど も の 声 に 身 も 心 も ゆ る

が さ れ 、 失 わ れ た 幼 き 日 々 の う ち に こ そ 天 真 爛
ら ん

	

　 　 Ａ 　 　	 の 人 間 の 本 然 が あ っ た こ と を 思

い 、 で き る な ら ば 再 び 遊 ぶ 子 ど も に 返 り た が っ て い る 、 い や 、 い ま な お 心 の 奥 底 か ら	

「	

　 　 　 　 　	 」 が み ず か ら を 突 き 上 げ る の を 感 じ て い る 。

　 鳥 獣 戯 画 を 描 い た 人 も 、 そ ん な 「	 　 　 　 　 　	 」 の 心 を も つ 人 だ っ た に ち が い な い 。 そ の

表 現 の あ ま り の 自 然 さ 明 る さ は 、 擬 人 化 さ れ た 動 物 に よ っ て 人 間 の 所 作 が 描 か れ た の だ

と い う こ と を 忘 れ さ せ 、 子 ど も の 魂 を も つ 動 物 た ち が み ず か ら の 意 志 で 人 間 の 物 真 似 遊

び に 興 じ て い る の だ と し か 思 え な い 。 猿 僧 正 へ の 供 物 の 多 さ や 、 御 本 尊 に な り す ま し て

い る の が 蛙 だ っ た り す る こ と を 捉
と ら

え て 、 こ れ を 人 間 （ 宮 廷 ） 社 会 の 風 刺 や 戯 画 と 捉 え 、

無 理 に で も 「	

　 　 　 　 　	 」 し た が る 向 き も 多 い が 、 描 か れ て い る の は 、 実 の と こ ろ 人 間 の
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遊 び や 年 中 行 事 や 祭 り に す ぎ ず 、 そ れ を 動 物 た ち に 演 じ さ せ る 軽 妙 で お お ら か な 「 見 立

て 」 を 楽 し ん で は い て も 、 人 間 社 会 を 擬 人 化 に よ っ て 風 刺 し よ う と す る 観 念 的 な 不 自 然

さ も 、 揶
や ゆ

揄 や 皮 肉 も 、 動 物 が 無 理 や り 人 間 の 恰
か っ こ う

好 を さ せ ら れ て い る 息 苦 し さ も こ こ に は

な い 。 動 物 た ち は あ く ま で ほ ん も の の 動 物 ら し い ま ま 、 実 に 自 然 に 人 間 的 動 作 を 演 じ

き っ て い る 。 描 か れ た 鳥 獣 た ち は 鳥 獣 そ の も の で あ り な が ら 「	

　 　 　 　 　	 」 そ の も の で あ

り 、 そ の 子 ど も た ち が （ 　 ａ 　 ） の よ う に 無 邪 気 に ま た 真 剣 に ご っ こ 遊 び に 精 を 出 し て

い る 。

　 生 気 あ ふ れ る 筆 致 、 動 的 な 姿 態 表 現 の 的 確 さ 、 自 由 闊
か っ た つ

達 で 開 放 的 な 現 世 謳
お う

歌
か

と ユ ー モ

ア は 、 そ れ が 十 二 世 紀 の 日 本 で 描 か れ た と は 信 じ が た い ほ ど 現 代 的 で あ り 、 人 獣 一 如 の

飄
ひ ょ う

々
ひ ょ う

た る 遊 び の 境 地 を 示 し て い る 。 こ の よ う な も の を 生 み 出 す 精 神 が 、 こ の 時 代 の 日 本

に 、 確 か に 存 在 し た の だ 。

	 （ 高 畑 　 勲 『 映 画 を 作 り な が ら 考 え た こ と 　 Ⅱ ﹄ ）

問 18 　 四 字 熟 語 を 完 成 さ せ る た め に 、 文 中 の	 　 　 Ａ 　 　	 に 入 る 最 も 適 当 な 語 を 次 の 中 か ら

一 つ 選 び な さ い 。	

１ 　 満 　 　 　 　 ２ 　 万 　 　 　 　 ３ 　 漫 　 　 　 　 ４ 　 慢

問 19 　 文 中 の （ 　 ａ 　 ） に 入 る 最 も 適 当 な 語 を 次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 鬼 　 　 　 　 ２ 　 妖 精 　 　 　 ３ 　 牛 　 　 　 　 ４ 　 木 霊

問 20 　 文 中 の 「	 　 　 　 　 　	 」 の 中 に は 「 遊 ぶ 子 ど も 」 ま た は 「 意 味 付 け 」 と い う 言 葉 が	

入 る が 、 「 遊 ぶ 子 ど も 」 は 何 回 入 る か 、 次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。	

１ 　 １ 回 　 　 　 ２ 　 ２ 回 　 　 　 ３ 　 ３ 回 　 　 　 ４ 　 ４ 回
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